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玉
川
村
の
表
彰
条
例
に
も
と
づ

き
、
自
治
振
興
と
村
政
進
展
に
多

大
な
功
績
の
あ
っ
た
功
労
者
等
を

た
た
え
る
表
彰
式
が
11
月
３
日
、

村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。�

　
今
年
度
は
、
功
労
表
彰
が
３
名
、

感
謝
状
贈
呈
が
４
名
の
計
７
名
で

し
た
。�

　
式
で
は
、
草
野
副
村
長
が｢

献
身

的
な
活
躍
と
、
多
大
な
貢
献
に
敬

意
と
感
謝
を
表
し
ま
す｣

と
式
辞
を

述
べ
、
受
賞
者
一
人
一
人
に
賞
状

が
手
渡
さ
れ
た
後
、
須
藤
利
夫
村

議
会
議
長
の
祝
辞
に
続
い
て
、
受

賞
者
を
代
表
し
田
子
武
幸
さ
ん
が

｢

今
後
も
栄
誉
に
報
い
る
た
め
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
尽
く
し
て
い
き

た
い｣

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
受
賞
者
は
次
の
６
名
の
方
と
感

謝
状
贈
呈
の
塩
澤
正
勝
さ
ん
（
南

須
釜
）
で
す
。�

　
　
【
敬
称
略
。（
　
）
は
地
区
名
】�

�

受賞者を代表して謝辞を述べる田子武幸さん�受賞者を代表して謝辞を述べる田子武幸さん�

功
労
表
彰�

（
川
辺
）�

田
子
武
幸�

功
労
表
彰�（

南
須
釜
）�

阿
部
金
四
郎�

功
労
表
彰�

（
小
高
）�

関
根
秀
勝�

感
謝
状
贈
呈�（

川
辺
）�

矢
部
玄
信�
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10
月
８
日
、
第
５
回
石
川
地
方
住
民
総
参
加
「
地
域

安
全
の
日
」
大
会
が
、
浅
川
町
の
町
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
玉
川
村
か
ら
も
防
犯
協
会
役
員
な
ど
30
名
が
参

加
し
ま
し
た
。�

　
大
会
で
は
、
「
防
犯
川
柳
・
俳
句
」
の
表
彰
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

　第29回全国地域安全運動福島県民大

会が、10月17日福島市で開かれ、席上、

玉川駐在所連絡協議会の飯村正明さん（岩

法寺）が日頃の防犯活動が認められ、

防犯功労者として福島県警察本部長よ

り表彰を受けました。�

感
謝
状
贈
呈�

（
山
小
屋
）�

石
森
三
男�

感
謝
状
贈
呈�（

小
高
）�

双
里
不
二
枝�

『
地
域
安
全
の
日
』大
会�

飯村さん、防犯功労表彰！！�

石森三男さん、代志子さん夫妻�石森三男さん、代志子さん夫妻�
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『玉一小フェスティバル』（10月25日）より�『玉一小フェスティバル』（10月25日）より�

『念仏踊りフォトコンテスト』作品展�『念仏踊りフォトコンテスト』作品展�

『玉川村芸能発表会』（11月9日）より�『玉川村芸能発表会』（11月9日）より�

『個人作品展』�『個人作品展』�

『たまかわ荘入所者作品展』�『たまかわ荘入所者作品展』�

■日本赤十字社福島県支部長賞�
　　車　田　登　茂　（小　高）�
■日赤福島県支部県中地区長賞�
　　曲　山　喜代子　（蒜　生）�
■福島県老人クラブ連合会長賞�
　　関　根　ク　ニ　（小　高）�
■石川地方老人クラブ連合会長賞�
　　奥　野　四　郎　（　中　）�
　　猪　原　只　光　（南須釜）�
■村老人クラブ連合会長賞�
　　鈴　木　ミツヱ　（川　辺）�
　　須　釜　シメ子　（岩法寺）�
■村　長　賞�
　　真　弓　幸　子　（蒜　生）�
　　曲　山　フミ子　（蒜　生）�
　　関　根　弘　子　（小　高）�
　　溝　井　テルヨ　（小　高）�
　　首　藤　キヨ子　（小　高）�
　　双　里　ト　ク　（　中　）�
　　永　林　恵　治　（　中　）�
　　吉　田　フ　キ　（岩法寺）�
　　上　野　イ　ソ　（竜　崎）�
　　増　子　静　枝　（南須釜）�
　　須　釜　嘉　美　（　吉　）�
■村社会福祉協議会長賞�
　　田　子　国　夫　（川　辺）�
　　坂　本　ハナエ　（川　辺）�
　　車　田　京　子　（蒜　生）�
　　真　弓　博　子　（蒜　生）�
　　小　針　信　子　（　中　）�
　　小　林　ハツヨ　（竜　崎）�
　　草　野　今朝夫　（北須釜）�
�

�
　　須　釜　春　代　（　吉　）�
　　森　　　ハルヨ　（　吉　）�
　　真野目　信　子　（山小屋）�
　　関　根　正　一　（四　辻）�
■村議会議長賞�
　　車　田　ヒデ子　（小　高）�
　　石　森　ハナヨ　（山小屋）�
■村教育長賞�
　　小　針　欣　子　（　中　）�
　　小　林　トミ子　（岩法寺）�
■村公民館長賞�
　　車　田　喜　衛　（蒜　生）�
　　小　林　マサ子　（小　高）�
■玉川村商工会長賞�
　　丹　内　智恵子　（川　辺）�
　　石　井　　　実　（小　高）�
　　倉　鎌　源　三　（岩法寺）�
　　八　木　マサ子　（南須釜）�
　　榊　枝　安　子　（北須釜）�
■ＪＡ玉川支店長賞�
　　曲　山　タケノ　（蒜　生）�
　　車　田　シゲ子　（小　高）�
　　溝　井　喜代美　（小　高）�
　　塩　澤　ケサ子　（北須釜）�
　　石　森　仲　夫　（山小屋）�

玉 川 村 老 人 作 品 展 �
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「山野草展」（10月25・26日）�
「菊花展」�

「
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
作
品
展
」�

「陶芸教室作品展」�

「
生
け
花
展
」�

菊　　花　　展　《特別賞受賞者》�
■村　長　賞　　　　真弓　福代（蒜　生）�
　村　長　賞　　　　矢部　　操（川　辺）�
■村教育長賞　　　　真弓　福代（蒜　生）�
■議会議長賞　　　　須藤　ヤイ（小　高）�
■公民館長賞　　　　矢部　　操（川　辺）�
■福島民友賞　　　　佐藤　計一（　吉　）�
■ＪＡ玉川支店長賞　須藤　ヤイ（小　高）�
■会　長　賞　　　　大木　アサ（南須釜）�
　会　長　賞　　　　西牧　正巳（蒜　生）�
　会　長　賞　　　　増子　重直（南須釜）�
�
�
　　　　第78回玉川山野草展�
■村　長　賞　　　　車田　常代（小　高）�
■議会議長賞　　　　鈴木　節子（岩法寺）�
■村教育長賞　　　　須藤　秋子（小　高）�
■会　長　賞　　　　石井スイ子（小　高）�
■公民館長賞　　　　須合　米子（岩法寺）�
■福島民友賞　　　　奥野　四郎（　中　）�
■ＪＡ玉川支店長賞　溝井　良仲（小　高）�
■特　別　賞　　　　双里　トク（　中　）�
■努　力　賞　　　　矢吹マキ子（小　高）�
　努　力　賞　　　　野口　信次（　中　）�
■金　　　賞　　　　添田　ナツ（小　高）�
■銀　　　賞　　　　大越　一二（南須釜）�
■銅　　　賞　　　　車田　久七（小　高）�
■花　園　賞　　　　溝井カヨ子（小　高）�
　花　園　賞　　　　服部　明美（岩法寺）�
　花　園　賞　　　　車田　登茂（小　高）�
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今
年
度
３
回
目
の
３
歳
児

健
診
が
、
10
月
24
日
（
金
）

に
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
健
診
項
目
の
歯
科
検
診
の

結
果
、
虫
歯
が
一
本
も
な
か

っ
た
12
名
の
子
ど
も
た
ち
を

紹
介
し
ま
す
。�

【
順
不
同
。（
　
）
は
保
護
者
と
地
区
名
】�

“地域の憩いの場にしたい”と語る大越さん（左）�

　福島民報社が創設した「みどりの大賞」で、大越

　由さん（南須釜）の“由の杜”が特別賞（王子製

紙賞）に輝き、10月３日役場を訪れ村長に受賞を報

告しました。�

　大越さんは、33年前に長女の小学校卒業記念に桜

を植えて以来、今では自宅周辺の所有地に500本以

上を数え、“由の杜”として緑の自然を後世に伝え

ようとご夫妻で取組んでいます。�

大越さん“由の杜”が特別賞！�

｢声援を糧に最後まで走り抜きます｣と決意する二瓶主将�

　第20回ふくしま駅伝に出場する玉川村選手団の結

団式が10月15日、すぱーく玉川で行われました。�

　式では、24人の選手が一人一人紹介された後、村

本部長の石森村長が岩谷唯義監督に団旗を手渡し｢熱

い走りで村民に感動を与えてください｣と激励。最後

に二瓶翼主将（吉：学法石川高３年）が、力強く決

意を表しました。�

�

｢最後まで走り抜きます！！｣�

元気いっぱい走る小学生�

　
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た
10
月
12

日
、
第
１
回
『
健
康
フ
ェ
ス
タ
た
ま
か
わ

２
０
０
８
』
が
、
玉
川
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
徒
競
走
や
宝
拾
い
な

ど
６
種
目
が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
と
お
年

寄
り
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
で
世
代
間
交
流
も
図
り
ま
し
た
。�

　
文
化
体
育
館
で
は
一
般
参
加
者
が
体
力

テ
ス
ト
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。�

　
参
加
者
ら
は
、
村
食
生
活
改
善
推
進
員

の
方
々
が
作
っ
た

“と
ん
汁
”
で
疲
れ
を

癒
し
て
い
ま
し
た
。�

�

ス
ポ
ー
ツ
で
世
代
間
交
流�

健
康
フ
ェ
ス
タ
た
ま
か
わ
２
０
０
８�

優勝めざし元気にプレーする選手�

　
玉
川
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
（
小
原
重
孝

会
長
）
主
催
に
よ
る
第
３
回
玉
川
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
10
月

17
日
、
す
ぱ
ー
く
玉
川
で
開
か
れ
、
川
辺

Ｂ
チ
ー
ム
が
第
１
回
以
来
２
度
目
と
な
る

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。�

　
大
会
は
、
村
商
工
会
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
部
会
が
後
援
し
、
村
内
か
ら
15
チ
ー
ム

が
出
場
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

優
勝:

川
辺
Ｂ
　
　
準
優
勝:

小
高
Ａ�

第
３
位:

小
高
Ｂ
　
　
南
宿�

�

川
辺
Ｂ
が
２
度
目
の
優
勝
！�

玉
川
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会�

「みどりの大賞」特別賞受賞�

ふくしま駅伝玉川村チーム結団式�

　第７回福島県会津空手道選手権大会が10月
26日、会津若松市の鶴ヶ城体育館で開かれ、
県内外から約260名の選手が参加し激闘が繰
り広げられました。�
　本村からも６名が参加。熱戦のすえ、２名
の小学生が好成績を収めました。�
　成績は次のとおりです。�
【小学５・６年生の部】�
　　初級女子の部：準優勝　鈴木芽依（中）�
　　初級男子の部：第３位　水野谷渉（川辺）�

小学生拳士、大健闘!!
会津空手道選手権大会�

熱戦を繰り広げる極真館玉川分支部の道場生�

誕生祝い金を贈られた７名の皆さん�

　
10
月
20
日
、
今
年
度
上
半
期
分
の
誕
生

祝
い
金
の
交
付
式
が
役
場
本
庁
舎
で
行
わ

れ
、
村
長
か
ら
該
当
し
た
９
名
の
皆
さ
ん

に
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
村
で
は
、
第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん
誕

生
か
ら
祝
い
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
祝
い
金
は
、
第
３
子
に
10
万
円
、

第
４
子
か
ら
は
20
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。�

　
今
回
の
該
当
者
は
、
第
３
子
が
７
名
、

第
４
子
が
１
名
、
第
５
子
が
１
名
で
し
た
。�

�

子
育
て
を
支
援
し
ま
す�

誕
生
祝
い
金
交
付
式�

我妻　翔くん�
【達也：南須釜】�

岡部　優来ちゃん�
【道宏：中】�

小林　幸輝くん�
【信幸：小高】�

曲山　玲以くん�
【知宏：川辺】�

関根　悠河くん�
【正俊：中】�

小林　蓮くん�
【和良：岩法寺】�

小針　光喜くん�
【有紀子：小高】�

鈴木　雄大くん�
【嘉兼：川辺】�

木戸　優月くん�
【智美：南須釜】�

添田　唯斗くん�
【智広：小高】�

上野　未貴ちゃん�
【徳久：竜崎】�

小針　朋也くん�
【鶴千代：中】�



広報たまかわ　平成20年11月�
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■メタボリックシンドロームを診断基準でチェックしてみましょう。�
　みなさんは、すでにご存じのことと思いますが、特定健診の「メタボリック判定」では、腹囲に
加えて、血糖（ヘモクロビンA1c5.5％以上含む）、血圧、血中脂質の３項目のうち、２つ以上の項
目に該当する場合を「基準該当」、１つに該当する場合を「予備軍該当」としています。�

　１つひとつの結果は軽度でも、軽度の異常が重なっていることで、急激に動脈硬化が進行します。
治療を要するほど悪くないため、気にも止めないかもしれませんが、せっかく健診を受けたのです
から、自分は動脈硬化のリスクが高いのかどうかきちんと見ておきましょう。�

□ 内蔵脂肪型肥満�
�
腹囲（へその高さ）が、�
　男性　85cm以上�
　女性　90cm以上�

□ 高血糖�
　 空腹時血糖値が110mg／dl以上�
□ 高血圧�
　 収縮期血圧が130mmHg以上　又は／かつ拡張期血圧が85mmHg以上�
□ 脂質異常�
　 中性脂肪値が150mg／dl以上　又は／かつ�
　 HDLコレステロール値が40mg／dl未満�

冠動脈疾患（心臓病）発症の危険度は、危険因子（肥満、高血糖、高血圧、脂質異常）の�

保有数が、�0個の場合：1倍　　　　1個の場合：5.1倍�

2個の場合：5.8倍　　　3～4個の場合：35.8倍�

必須項目� 2つ以上に該当�

広報たまかわ　平成20年11月�

総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

お知�
 らせ�

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ�

�　
つ
ぎ
に
よ
り
自
衛
官
を
募
集
し

ま
す
。�

▼
募
集
職
種�

　
◇
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校�

　
　
（
旧
自
衛
隊
生
徒
）�

▼
受
験
資
格�

　
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子�

▼
受
付
期
間�

　
11
月
１
日
（
土
）
〜
平
成
21
年�

　
１
月
５
日
（
月
）
ま
で�

▼
試
験
日
・
会
場�

　
平
成
21
年
１
月
10
日
（
土
）�

　
白
河
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー�

▼
問
合
せ
先�
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個
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事
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税
の
納
期�
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個
人
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業
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で
事
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を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る�

税
金
で
す
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個
人
事
業
税
の
納
期
限
は
、
今

年
度
第
２
期
分
の
納
期
限
は
12
月

１
日（
土
）で
す
。
県
中
地
方
振
興

局
県
税
部
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付

書
に
よ
り
、
最
寄
の
金
融
機
関
で

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
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口
座
振
替
の
方
に
も
「
納
期
の

お
知
ら
せ
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
預
金
口
座
残
高
を
確
認
願
い

ま
す
。�

　
ま
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、
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以
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に
口

座
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る
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県
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村
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卓
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大
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�　
玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ
（
塩
澤
正
勝
会

長
）
で
は
、
次
に
よ
り
第
25
回
玉
川

村
民
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す
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ふ
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ご
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だ
さ
い
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催
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及
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内
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の
方�

▼
申
込
期
限:

12
月
３
日
（
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ブ
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鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意�

�　
昨
冬
、
秋
田
県
及
び
北
海
道
で

白
鳥
に
強
毒
性
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
し
、
県
内
や
村
内
で

も
野
鳥
に
よ
る
感
染
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。�

　
そ
の
た
め
、
村
内
の
白
鳥
飛
来

地
と
な
っ
て
い
る
武
道
池
や
中
村

池
な
ど
で
、
白
鳥
（
野
鳥
）
に
直

接
エ
サ
を
与
え
た
り
、
む
や
み
に

近
づ
か
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。�

　
な
お
、
野
鳥
な
ど
の
死
骸
に
は

触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。�

泉保育所イモ煮会より� いずみ幼稚園交通教室より�

人権擁護委員�
に委嘱状交付�

　10月１日付で、法務大臣から人権擁護委員として４名
の方が委嘱されました。�
　任期は平成23年９月30日までの３年間で、人権尊重
の活動等に尽力されます。�



広報たまかわ　平成20年11月�
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遺族基礎年金は、国民年金の加入者などが亡くなったときに、生計を維持されていた妻
または子※が受けられる年金です。�

年�
金�

対象となる人�

国民年金に加入中（もしくは60歳以上
65歳未満で日本に住んでいる）�

　亡くなった人に生計を維持されていた子のい
る妻または子。�

※子とは、18歳になって最初の3月31日までの子、または20歳未満で1級・2級の障害がある子のことです。�

受給するための要件�
亡くなった人�

受けとる人�

老齢基礎年金を受けている人、受けら
れる人。�

～「自慢の里山作り事業」より～�

11

犬はルールを守って飼いましょう�
★犬の登録と狂犬病予防注射を受けよう�
生後91日以上の犬には｢登録｣と｢予防注射｣
が義務付けられています。　�
・「登録｣は犬の生涯で１回です。　�
・飼い犬が死亡したり、所有者や所在地に変更
があった場合は、必ず役場に届出をしましょう。�

★放し飼いは厳禁です。�
・放し飼いは「他人に迷惑をかけ、危害を及
ぼす恐れもある｣ので、禁止されています。�

★問合せ先：役場住民税務課・環境衛生係�
　　　　　　　０２４７－５７－４６２４�

※広報たまかわ10月号のＰ15「お誕生おめで
とう…」の出生児名で、南須釜の相樂和音
ちゃんは和香ちゃんの誤りです。�
　　また、「寄付ありがとう…」で中　有賀
秀夫さんは、吉の誤りです。お詫びして訂
正いたします。�

玉一小校内マラソンより�

★電話や郵便物などで、高額の現金を相手の預金口座
に「振り込め」というものについては、言われるままに振
り込んではいけません。�
★ＡＴＭにおいて、携帯電話で操作を指示し現金を振り
込ませる手口が増えています。ＡＴＭでの携帯電話使用
は自粛しましょう。�
■振り込め詐欺の手口は、次々新しくなっています。心
配な場合は、最寄の警察署や福島県消費生活センター【相
談専用ダイアル　０２４－５２１－０９９９】等にご相談を!!

　10月25日、南須釜地内で第２回目の『自
慢の里山作り事業』が開催され、地元の
小学生や保護者らが参加し、薪割りや炭
焼き、“とん汁”作りなどを体験。参加者
全員で“とん汁”を食べ、秋の日を楽しみ
ました�
　この事業は、宝くじの助成を受けて開
催されました。�

《典型的事例》�
　突然電話で「医療費の特別控除の還付金を受取れる」
と誤解させ、被害者を銀行のＡＴＭに誘導し、被害者に
指示してその預金口座から２００万円を振り込ませた。�

　家族が窮地にあることを装って、あるいは｢還
付金を受け取れる｣などと偽って、言葉巧みに
ＡＴＭに誘導し高額な金額を振り込ませる“振
り込め詐欺”（オレオレ詐欺、還付金詐欺など）�
の被害が急増してい
ます。特に高齢者が
被害の約８割を占め
ています。�
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